
 

 

 

 

 

令和５年１２月２２日発行 第１０号 

文責 雨竜町立雨竜中学校長 清 水 一 伸 

 雨竜町立雨竜中学校 学校だより 

 

 

 

 

 

 

「誕生の奇跡～かけがえのない命～」 
 

 早いもので今年も残り１０日ほどとなりました。今年は猛暑日が続き、暖冬傾向にあると言われ

ていますが、やはり北海道では雪景色の中、クリスマスや正月を迎えることに変わりがないようで

す。厳しい寒さと大雪に覆われた冬の季節はなかなか好きにはなれませんが、静けさが漂う銀世界

の中で新しい年を迎えることは、何度経験しても特別なひと時を感じます。 

さて、１２月２０日（水）に深川市立病院で勤務されている佐藤亜也子さんを講師に迎え、性の

教育を行いました。佐藤さんは長年、助産師として多くの出産に立ち会い、「命」の大切さについ

て数多く講演を重ねており、「今、この世にある自分の命は奇跡に近い誕生で、存在するだけで尊

いものであり、家族にとってはかけがえのないもの」というメッセージを残してくれました。 

 

☆「赤ちゃんは長い月日を経て生まれてくる。命がどれだけ大切かを知った。直接は言えない 

 かもしれないけど、両親には感謝しながら話をしたい。命の大切さを忘れず生きていきたい。」 

 ☆「色々なことを経て命ができ、改めて命の大切さや尊さに気付くことができた。0.1mmから 

  ここまで大きくなれたことに感謝して生きていくことが大切だと思った。」 

 ☆「自分を嫌ったり、責めたり、他人と比べて落ち込んだりしないで、生まれてきてえらい、 

  毎日生きていてえらいという考えで自分を愛し、好きになって、これからの日々を過ごして 

いこうと思いました。」                    （生徒の感想より） 

 

 生徒の感想からも「命の大切さ」「家族への感謝」「今まで成長してきた自分」について,深く考

えることができたと感じています。明日から冬休みに入りますが、年末年始は家族と過ごす時間が

多くなります。少し照れ臭いとは思いますが、自分の成長を振り返り、歩んできた道のりを誇りつ

つ、家での手伝いをしながら、家族への感謝の気持ちを伝えることができたら良いですね。 

３年生にとっては受検を控えた大切な冬休みとなりますが、１・２年生も含め、有意義な冬休み

になることを願っています。 

 あらためて、今年１年、雨竜中学校に関わっていただいた皆様、ご支援・ご協力、誠にありがと

うございました。皆様にとって令和６年が良い年でありますようご祈念申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 
～ 協 働 ～ 
〇創造力豊かに学ぶ生徒 （かしこく）  
〇互いに認め合う生徒  （やさしく） 
〇心身ともに健やかな生徒（たくましく） 暑

しょ

寒
かん

 

 

令和５年度の全国学力・学習状況調査の結果が７日に   【各教科における平均正答率】 

公表され、詳細については当日配布された分析表でお知 

らせしているところです。右記のように国語と数学は全 

国比を上回りましたが、課題となった点は小中一貫教育 

の特性を今後も生かし、協働的な学びを広げながら個の 

学びの充実に繋げ、改善に向けて取り組んでいきます。        

 

 

Ｒ５全国学力・学習状況調査の結果 

 国語 数学 英語 

全国 69.8 51.0 45.6 

北海道 69.0 49.0 44.0 

雨竜中 75.0 54.0 39.0 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11日（月） 元日 

18日（月） 成人の日 学校閉庁日 

14日（日） 冬季休業終了 

15日（月） 全校集会 

16日（火） ３年学年末テスト(～17日) 職員会議 

13日（金） スクールカウンセラー来校日 

17日（水） ２年スキー授業（沼田スキー場） 

18日（木） １年スキー授業（沼田スキー場） 

19日（金）  英検 

22日（月） ２年スキー授業（沼田スキー場） 

24日（水） ２年食に関する指導 

25日（水） ＰＴＡ役員選考会② 

26日（金）  １年スキー授業（沼田スキー場） 

30日（火） いじめアンケート 

31日（水） 新入生入学説明会 

12月 29日(金)～1月５日(金)は学校閉庁日です。 

緊急連絡先は教育委員会(77-2322)になります。 

※１月分の諸費引落日は１月３１日（水）です。 

 

○第７５回北海道学生書道展覧会  

 秀作 １年 高山侑里奈  １年 長原 涼太  １年 渡邊 ルナ 

 １０月に北海道教育大学岩見沢校の「書」研究室の学生が指導してくれた際、全員の

作品を出品しました。 
 

生徒の活躍 

◇ １月の主な行事予定 ◇ 

 

１２月１９日（火）、雨竜町議会場にて「子ども模擬議会」が 

開催されました。昨年に引き続き２年目の取組ですが、３年生が 

３つのグループに分かれ、これからの雨竜町の町づくりに向けて 

「雨竜町の新しいお店について」「自習できる多目的スペースに 

ついて」「街灯の増加と時計の設置について」それぞれ提言しま 

した。議会場には白川町長をはじめとする役場の方、竹ケ原議長 

をはじめとする町議会議員の方が出席し、生徒の意見に耳を貸してくれました。糸谷教育長の答弁か

らは、早速「自習スペース」の設置について約束してもらい、改善センター内において今月の２３日

より活用できるようになりました。義務教育９年間をまもなく修了する３年生にとっては、今まで学

習してきたことを発表できる集大成の場となりました。 

 

 

子ども模擬議会（３年生） 

 

１２月１日（金）に、雨竜寿園の職員・鈴木亮一さんに講師として来て 

いただき、２年生の介護福祉体験授業を行いました。初めに寿園での介護 

福祉の様子を講話してもらい、体育館では実際に車いすを使った介護体験 

をしました。また視界を狭めたゴーグルや関節を固定する装具を身に着け、 

高齢者の疑似体験も行いました。介護を行う上で安全を一つ一つ確認する 

ことはもちろんですが、相手への配慮や信頼関係の大切さを学びました。 

 

 

 介護福祉体験（２年生） 

 

１２月７日（木）にＰＴＡ総務部主催の研修会を実施しました。今年 

は暑寒連山太鼓保存会の大熊裕章さんと関根陽水さんが講師を務め、和 

太鼓の基本的な打ち方などを教えてもらいました。初めての体験のため

バチがきれいにあたらず、太鼓の難しさを実感しました。みんなでリズ

ムを合わせながら演奏にも挑戦し、貴重な体験ができました。 

 

 

ＰＴＡ研修会（暑寒連山太鼓） 

 

 

 

 


